
 

 

 

 

 

 

１月は往ぬる、２月は逃げる、３月は去る 
 

令和５年度も、あと２か月となりました。月日のたつのは、本当に早いものです。６年生として木太北部小学校

に通うのは、卒業式当日を含めて残すところ３０日程です。 

２月は、卒業に向けての活動が本格的に始まります。卒業文集の完成、卒業記念制作、北部っ子学習のまとめ、

卒業式の練習…など、６年間学んだ小学校生活最後の締めくくりとしてがんばって取り組んでいきたいことがた

くさんあります。小学校でやるべきことをやり遂げ、胸を張り、自信をもって巣立っていけるように、私たち担任

もさらに気を引き締めて取り組んでいきます。 

まだまだ感染拡大予防に注意が必要です。少しでも体調を崩した場合は、無理せず様子を見ましょう。また、早

寝・早起き、手洗いやうがいなどの声かけをよろしくお願いします。 

 

【中学校って、どんなところ？】 

 １月に行われた小中連絡会で、６年生は中学生の先生から直接、中学校の話を聞きました。まず、「勉強」

についてです。中学校になると、授業が５０分になり教科ごとに先生や教室が変わること、テスト年間５回

あること聞きました。テストの教科数の多さに驚きつつ、少しずつ準備して、勉強を進めていく習慣が大切

だと感じていました。次に、玉藻中学校は「３分前着席」や「きまりを守る」ことなどを大切にしていると

いうことを聞きました。休み時間１０分の中で、移動教室や準備、３分前着席を行わなければいけないそう

です。１０分間を計画的に使う力が一人ひとりに求められたり、きまりを守って生活することで友だちから

頼りにされたりするという話も聞きました。そして、体育祭や合唱コンクール、２泊３日の宿泊学習など、

小学校よりもスケールの大きな行事に子どもたちは興味津々でした。 

子どもたちからは、「部活は？」「入試は？」とたくさんの質問が出て、その一つ一つに中学校の先生も

丁寧に教えてくださり、中学校のイメージをもつことができたと思います。卒業することに寂しさも感じま

すが、新しいステージで活躍してもらえるように、小学校生活をしっかり締めくくれるようにしていきたい

と思います。 
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【卒業文集作成】 

１月は、卒業文集作成に日々取り組んできました。1人 1ページ自分のページがあります。ページの下半

分は、小学校で印象に残った出来事・努力したことや将来の夢を考えながら、未来への自分に対するメッセ

ージを文章にしました。 

クラスのページは、４月に決めていた卒業文集実行委員が中心となり担当のページの作成を進めています。

昼休みにどんなページにしたいかを話し合ったり、構成を考えたりして制作しています。クラス全員からア

ンケートを取り、集計をしていると、「そうなの！意外！！」と友だちの新しい一面を発見することができ、

楽しそうに活動しています。 

役割分担の中で、自然と子どもたち同士の交流が生まれ、仲が深まっている様子も感じました。みんな、

「いい文集を作りたい！」という思いは一緒です。思いのこもった卒業文集を何年先でも楽しんでページを

めくれるように、最後まで作り上げていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校保健委員会】 

 １月２３日（火）に学校保健委員会がありました。香川大学の鈴木先生から、「楽しい」という気持ちを

持ち続けるために、嫌な気持ちを整理する必要があると聞きました。 

そのために、①寝る②話す③好きなことをするという３つの方法があることを知りました。1 日の始まり

は「寝る」ところから、どんな寝方をしたかで１日の過ごし方が決まると教えてもらいました。 

また、鈴木先生から「夢を持ち続けているといつか叶

う」ということも聞き、総合的な学習の時間のキャリア

教育とも関係があると感じている子もいたようです。 

＜学習の予定＞ 
国語 「表現を工夫する」 

   「心が動いたことを十七音で表そう」 

   「聞いてほしいこの思い」 

算数 「割合を使って」 

社会 「世界の中の日本」 

理科 「水溶液の性質とはたらき」 

「電気とわたしたちのくらし」 

音楽 「音楽で思いを伝えよう」 

図工 「卒業制作」 

家庭 「持続可能な社会に生きる」 

外国語「My Future, My Dream」 

体育 「プレルボール」 

＜お知らせ＞ 
２月８日（木）に劇団四季「ジョン万次郎の

夢」の観劇があります。昨年、ミュージカルを

観劇したこともあり、子どもたちは「今年はど

んな話なんだろう」「誰が出てくるんだろう」

ととても楽しみにしています。先日、お配りし

た手紙にも書きましたが、下校時刻がいつもよ

り遅くなります。駅に到着後は、教員が各方面

に分かれて下校指導をします。 


